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を考える。( 4 )第 時
・三角形の内角の和が180 になる理由を考°
える。( 7･8 )第 時
・多角形の外角の和が一定である理由を考
える。( 9 )第 時
・角の二等分線の作図手順の理由を考える。
( 12 )第 時
・分度器を使わずに等角を移す方法を考え



















































形の内角和が180 ，四角形では360 になるこ° °
とを確認したところ，生徒Ｓｙは早々と五角
形の内角の和の数値を口に出した。





02041 Ｔ 五角形は540 ，これはどっかでやった°
んですか？どっかで勉強した？
02042 Ｓｙ 多分。












































02238 Ｋｄ えっと，三角形一個が180 なので。°
02239 Ｋｎ あぁ，そう言うことか。




















































03093 Ａｋ 180 。°
03096 Ｔ 180 ？これもうちょっとずらしますよ。°
（教具を動かして）これでは？
03097 Ｓｓ 一緒，180 （複数の発言）°
03100 Ｔ 180 ？あ，そう，もうちょっとずらそ°
うか。（更に教具を動かし）はい。
03101 Ｓ？ 180 。°
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